
別紙
F の出火事東に係る米側からの情報鍵供について E 

1.輔の糊・原因等圃

.'伝年 10月27日(現地時間)、サウスカロライナ州海兵隊ピユーフオート航空基地、揖501海兵戦
闘攻軍訓練飛行隊所属のF-35Bxl慢が‘訓練任務中に兵器書{ウヱボンベイ)内で出火したが

犠体は同基地に無事着陸し、員構者もいない.

・初期段階回調査結果によると.F-35B兵器倉内町ワイヤーを東ねるブラケット (支持具)に不具合
が生じ、電覧車銃車ぴ油圧系統に陣曹を与えたことが局所出火の原因とされている.

・具体的にI~. ワイヤーを束ねるプラケットが植損したため、一部のワイヤーの固定が不十分な状態とな
札 機体田複動や兵器量を開放したときの風等によって、ワイヤーが擦れるζ ととなり、その結果、ワ

イヤ 白樺腹膜が剰がれ、電量系統&ぴ油圧系統に陣容を与え出火したもの.

・出火した際. F -35自の高性能コンピュ タによるエラー探知システムや警報システム等、航空慢の
安全在韓持するための機能lま正常に作動したことで、パイロットは機体を無事に問題な〈着陸させるこ

とができた.

.米聞は、樺体由構造上回問題があると疑う理由はないと判断しており、当骸機は修理由佳、通常飛行を

再欄させる予定である.

・米嵩兵隊及び統合打盤戦闘機計画室岡は、 F-35日及びそのシステムには自信吾持っており 通常在
務及び試験を継続している.

難縫合H・a・-樋It側温E聞防省の中の・e・宅"ち切、 F-35の・"署伺u-手に踊っている毎暑

2.再発防止置 | 
-岩国飛行場に盟関される予定の機体を含めた全てのF-35Bに対する点横を行い、異常がないことを

確認した.

・全てのF-35自由パイロット且び盤情スタッフに本調査結果を伝えるとともに.各飛行前韓にブラ

ケット部分の点検を行うなど‘再発防止置を実施している.
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平成28年 12月8日

肪術省

米海兵障岩国基地所属FA-18の藍警について

1 発生日時

平成28年1.2月7目{水) 1840噴

2 努生場所

高知県土佐清水神 (yマ剛韓空植内)

※岩国基地の南東約 120マイル(約 220km)

3 機種

F A-l 8 (米樺兵隊岩国基地所属}

4 橿要

上記日時場所において、米海兵庫岩田基絶所属FA-18がIlill'したもの.

パイロ:;i-1名は、脱出した.

5 防情省の対応

自楢隊は、パイロットの壇家中.

防衛省は.米側に対し、直憎の章を表明するとともに.世底し主席因究

明及び実動性のある再発防止策の策定等について申し入れ.
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